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 平成28年6月6日 

 

平成28年度日本医療薬学会学会賞受賞者・受賞論文 

 

一般社団法人日本医療薬学会 

 

 

平成28年度本学会の学会賞受賞者及び受賞論文は、下記のとおりに決定いた

しましたのでお知らせいたします。 

（五十音順、掲載順、敬称略） 

【功績賞】（２名） 

大森 栄 （信州大学医学部附属病院 薬剤部） 

望月 眞弓（慶應義塾大学 薬学部、慶應義塾大学病院 薬剤部） 

 

【学術貢献賞】（１名） 

有森 和彦（宮崎大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜研究題目＞ 

「抗がん剤の適正使用および薬物療法向上に関する医療薬学研究」 

 

【奨励賞】（３名） 

加賀谷 英彰（秋田大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜研究題目＞ 

「腎移植患者における免疫抑制剤の個別化療法の開発」 

 

舘 知也 （岐阜薬科大学実践薬学大講座 病院薬学研究室） 

＜研究題目＞ 

「患者のQOL改善につながるファーマシューティカルケアの確立にむけて 

－質問紙調査手法を基盤とした臨床薬学および臨床教育に関する研究－」 
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山本 和宏（神戸大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜研究題目＞ 

「腎細胞がんに対する分子標的治療薬の有効性・副作用予測因子に関する研究」  

 

【論文賞】（３報） 

＜論文題目＞  

「進行再発大腸がんのFOLFIRI療法およびmFOLFOX6療法に対するIRIS療法の経済

評価－費用最小化分析」  

＜著者＞ 

清水久範、池田俊也、坂巻弘之、矢島秀一、池上直己、村山純一郎 

（医療薬学Vol. 41, #3, 153-162） 

 

＜論文題目＞  

「外来がん化学療法施行患者に対する薬剤師介入による副作用および

疼痛改善効果についての定量的評価」 

＜著者＞ 

若杉吉宣、森井博朗、須藤正朝、阪中美紀、野田哲史、薮田直希、三上貴子、 

園田文乃、河合由紀、目片英治、寺田智祐 

（医療薬学Vol. 41, #3, 173-178）  

 

＜論文題目＞  

「輸液に炭酸水素ナトリウム注射液(メイロン静注)を混合する時の留意点」 

－ 点滴筒内液面低下と炭酸濃度の関係 － 

＜著者＞ 

泉伯枝、豊田太一、青木光夫、大和孝江 

（医療薬学Vol. 41, #7, 455-462）  

 

【Postdoctoral Award】（５名） 

榎屋 友幸（三重大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜学位論文題目＞ 

「Changes in the pharmacokinetics of teicoplanin in patients with hyperglycaemic hypoalbuminaemia: 

Impact of albumin glycosylation on the binding of teicoplanin to albumin」 
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近藤 智子（鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 薬剤部） 

＜学位論文題目＞ 

「低出生体重児無呼吸発作の治療・予防におけるアミノフィリンの有効性 

および安全性に関する臨床薬理学的研究」 

 

野田 哲史（滋賀医科大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜学位論文題目＞ 

「Assessment of sunitinib-induced toxicities and clinical outcomes based on therapeutic drug 

monitoring of sunitinib for patients with renal cell carcinoma (腎細胞がん患者における

スニチニブ血中濃度モニタリングに基づく副作用・有効性の評価）」 

 

山田 尚広（浜松医科大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜学位論文題目＞ 

「ボリコナゾールのNオキシド化の代謝飽和は、臨床用量における 

ボリコナゾールの非線形薬物動態を引き起こす」 

 

渡  真一（愛媛大学医学部附属病院 薬剤部） 

＜学位論文題目＞ 

「The Pharmacological study of prophylactic and therapeutic agent for 

chemotherapy/radiotherapy-induced oral mucositis」 


